
1

～平成２０年岩手・宮城内陸地震～

東北地方整備局 河川工事課長

平成２０年９月１１日

【位置図】

１５箇所のうち９箇所で直轄砂防災害関連緊急事業の実施【６１．７億】
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早急に対策が必要な河道閉塞（天然ダム）について国土交通省で対策を短期間に実施
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６月２４日

●
１
地
区
（湯
ノ
倉
温
泉
）に
て

「直
轄
砂
防
災
害
関
連
緊
急
事
業
」採
択

岩手・宮城両県知事からの強い要請を受け、国土交通省が事業区域外で直轄砂防災害関連緊急
事業を実施

（ヘリによる調査）

【２４時間態勢で工事を実施】

（市野々原地区） （小川原地区）

【 発災７日後 】 【 発災１０日後 】【 発 災 】

（市野々原地区）
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【 発災２１日後 】【 発災２５日後 】
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６月１９日

●
市
野
々
原
地
区
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ン
プ
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水
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【 発災５日後 】

発災５日後に
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／
１
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５
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所
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●

１
０
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【 発災１日後 】
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１
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で
に
測
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完
了
）

平成２０年岩手・宮城内陸地震 緊急対策のための前処理①
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橋梁や土砂崩落等により陸路が通行不能

落下した巨石により林道が通行不能通行不能となった
国道３９８号 温湯橋

崩落土により通行不能と
なった国道３９８号

崩落土により通行不能となった
県道築館栗駒公園線
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平成２０年岩手・宮城内陸地震 緊急対策のための前処理②
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災害応急対応業務に関する協定を締結
落下した巨石により林道が通行不能１．（社）日本土木工業協会 東北支部

２．（社）建設コンサルタンツ協会 東北支部
３．東北測量設計協会

４．東北建設業協会連合会
５ ．（社）建設電機技術協会 東北支部
６ ．（社）日本建設機械化協会 東北支部

７．（社）日本橋梁建設協会
８．（社）東北地質調査業協会
９．（社）日本埋立浚渫協会 東北支部
１０ .（社）全国測量設計業協会連合会 東北地区協議会
１１ .（社）全国特定法面保護協会 東北支部
１２ . (社)日本道路建設業協会 東北支部
１３ . （社）日本補償コンサルタント協会 東北支部
１４ . （社）日本造園建設業協会 東北総支部
１５ .（財）道路保全技術センター 東北支部
１６ .（社）土木学会、（社）日本地すべり学会、（社）地盤工学会
１７ .（社）砂防学会

東北地方整備局

① 東北地方整備局では、17団体と災害
時における応急対策業務を締結。

事務所長 等

② 協定締結団体
に出動を要請

各団体の会員

③ 団体に所属してい
る会員を紹介

④ 請負契約の締結

（随意契約）

業務の実施

平成２０年岩手・宮城内陸地震 河道閉塞箇所への対応
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河道閉塞箇所に対し実施する緊急事業は、大別すると３種類

① 緊急的に河道掘削を実施する箇所

② 待ち受け施設を確保する箇所

③ 早急な対応が非常に困難な箇所

河道閉塞箇所（天然ダム）決壊の切迫性が高く、はんらんによる被害が大きい箇所。

河道閉塞箇所（天然ダム）決壊の切迫性は低いが、今後の降雨による土砂流出
に備え下流で待ち受け施設確保する箇所。

湯ノ倉温泉地区（宮城県栗原市） 湯浜地区（宮城県栗原市）

沼倉地区（宮城県栗原市）

ゆのくらおんせん ゆばま

ぬまくら

市野々原地区（岩手県一関市） 浅布地区（宮城県栗原市）

小川原地区（宮城県栗原市）

いちののばら あさぶ

こがわら

産女川地区（岩手県一関市） 温湯地区（宮城県栗原市）
うぶすめかわ ぬるゆ

上記２つに比べ、崩壊土砂や河道閉塞による湛水量が多いため、相当の被害
が想定されるが、現地状況から非常に対応が困難な箇所。
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平成２０年岩手・宮城内陸地震における 主な天然ダム形成箇所
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市野々原地区（岩手県一関市）
いちののばら

堰止長：約７００ｍ

概算崩落土砂量：

約１，７３０千ｍ３

堰止幅：約２００ｍ

磐井川

平成２０年岩手・宮城内陸地震における 主な天然ダム形成箇所

7

浅布地区（宮城県栗原市）
あざぶ

堰止長：約２２０ｍ

概算崩落土砂量：約３３０千ｍ３

堰止幅：約２２０ｍ

上流の湛水状況

迫川
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平成２０年岩手・宮城内陸地震における 主な天然ダム形成箇所

小川原地区（宮城県栗原市）
こがわら

堰止長：約５２０ｍ

概算崩落土砂量：約４９０千ｍ３

堰止幅：約２００ｍ

国道３９８号

迫川

崩落土が迫川を超えて国
道３９８号まで到達

湯ノ倉温泉地区（宮城県栗原市）
ゆのくらおんせん

堰止長：約６６０ｍ

概算崩落土砂量：約８１０千ｍ３

堰止幅：約９０ｍ

迫川

9

湯ノ倉温泉

平成２０年岩手・宮城内陸地震における 主な天然ダム形成箇所
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平成２０年岩手・宮城内陸地震における 主な天然ダム形成箇所

(6/24撮影)

(6/24撮影)(6/18撮影)

(8/01撮影)

平成２０年岩手・宮城内陸地震における 主な天然ダム形成箇所

11

湯浜地区（宮城県栗原市）
ゆばま

堰止長：約１，０００ｍ

概算崩落土砂量：約２，１６０千ｍ３

堰止幅：約２００ｍ
迫川
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①緊急的に河道掘削を実施する箇所
小川原地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

12

崩落状況

崩落の過程で砕けた溶結擬灰岩に立木
が混入したものが河道を閉塞している。

仮排水路仮排水路Ｒ３９８Ｒ３９８

崩落土砂

崩落前地盤線

平均3.0m
10.0m

16.0m

1:
1.
01:1.0

仮排水路（土水路）標準横断面

EL224.0m

（国道地盤高－４ｍ）

EL228.2m

平均5.0m
30.0m

35.0m

1:
0.
51:0.5

本復旧標準横断面

本復旧本復旧水路水路

１／２確率 Ｑ＝９０ｍ３／Ｓ
１／１００確率 Ｑ＝８９０ｍ３／Ｓ

※土砂混入率１０％

旧河道

※仮排水路で通水後、本復旧水路を施工

①緊急的に河道掘削を実施する箇所
小川原地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

仮排水路（土水路）標準断面
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①緊急的に河道掘削を実施する箇所
小川原地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

仮排水路掘削工（岩掘削）（６月２２日～２５日）

河道閉塞（天然ダム）対策工事着手（６月１７日～）２４時間態勢で仮排水路掘削工事実施（６月１９日～２７日）

14

作業状況

大型土嚢による護岸工（６月２６日～２７日）

①緊急的に河道掘削を実施する箇所
小川原地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

６月２６日１５時００分よりポンプによる仮排水路通水開始（発災１２日後）

15
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② 待ち受け施設を確保する箇所
待ち受け施設のイメージ：「除石工」

② 待ち受け施設を確保する箇所
産女川地区直轄砂防災害関連緊急事業（岩手県一関市）

17

対策→産女川下流部にある既設砂防えん堤に堆砂している土砂を除去。

産女川

(7/12撮影) (8/4撮影)

竜ノ口砂防えん堤

横森砂防えん堤 瑞山砂防えん堤
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② 待ち受け施設を確保する箇所

18

(8/4撮影)

瑞山砂防えん堤
(7/19撮影)

土石流の恐れのある河床部は無人化機械で施工

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

●道路が不通のため、空輸により資機材を搬入。 ●ヘリが着陸できる場所を確保。
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●道路が不通のため、空輸により資機材を搬入。 ●ヘリが着陸できる場所を確保。

右岸の空地、周囲の樹木を伐採

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

●道路が不通のため、空輸により資機材を搬入。

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）
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坂路造成

ヘリポート造成

工事用道路造成

吐口側

呑口側

ホース

●7月5日 ポンプにより排水開始

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

●7月5日 ポンプにより排水開始

ポンプ呑口側

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）
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●7月5日 ポンプにより排水開始

ポンプ吐口側

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

７月１２日、天然ダムを越水

流路が形成

ゆのくらおんせん

７月２５日出水におけるポンプ排水の効果（湯ノ倉温泉地区）

●７月１２日、7月25日と出水により越水。

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）
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７月２５日、天然ダムを越水

により越流水路が拡幅

ゆのくらおんせん

７月２５日出水におけるポンプ排水の効果（湯ノ倉温泉地区）

●７月１２日、7月25日と出水により越水。

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

７月２６日越水により拡幅した流路

●７月１２日、7月25日と出水により越水。

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）
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（8/5撮影）

仮排水管敷設状況(8/11撮影）

仮排水管吐口状況(8/19撮影）

仮排水管敷設

●8月12日より仮排水管による排水の実施

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

標準横断断面

▽EL.392.400

仮設排水管φ1000×2条

③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）
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③ 早急な対応が非常に困難な箇所
湯ノ倉温泉地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

③ 早急な対応が非常に困難な箇所

湯浜地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

31

●周辺地山の崩落により陸路での進入不能 ●ヘリにより水位観測機材を投入 ●カメラを設置し河道閉塞箇所を監視

(8/05撮影）
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③ 早急な対応が非常に困難な箇所

湯浜地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

32

●周辺地山の崩落により陸路での進入不能 ●ヘリにより水位観測機材を投入 ●カメラを設置し河道閉塞箇所を監視

湯浜の天然ダムの天端

を伏流している状況

③ 早急な対応が非常に困難な箇所

湯浜地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

33

●周辺地山の崩落により陸路での進入不能 ●ヘリにより水位観測機材を投入 ●カメラを設置し河道閉塞箇所を監視

７月１２日 越流
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③ 早急な対応が非常に困難な箇所

湯浜地区直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県栗原市）

34

●周辺地山の崩落により陸路での進入不能 ●ヘリにより水位観測機材を投入 ●カメラを設置し河道閉塞箇所を監視

仮排水管吐口状況(8/14撮影）

ヘリによる水位計の設置

④温湯地区 １つめの堰堤
《除石》

２つめの堰堤
（迫川砂防ダム）

《除石》

電波式水位計
堰堤 吊り橋（崩落）

土石流センサー
（WS）④-2

現場事務所

ｹｰﾌﾞﾙ
(WS用)延長

④-1ｾﾝｻｰ
~吊り橋

警報装
置 約3,500ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ(WS用)延長
吊り橋警報装置～現場事務所 約1,500ｍ

④-2ｾﾝｻｰ ～ 現場事務所 約1,500ｍ

（ 警報装置[WS④-1] ）
捜索箇所への警報。

（ 警報装置[WS④-1,2] ）
工事現場への警報。

⑤湯ノ倉温泉地区

土石流センサー
（WS）④-1

土石流センサー（WS）④-2、及び水
位計のデータをKu-SAT（衛星小型
画像電送装置）を利用して本局で受
信。 （WS）④-2のデータはメールに
より関係者へ通知。

土石流センサー（WS) Ｎ＝２箇所

水位計 Ｎ＝１箇所

凡 例

警報装置(ｻｲﾚﾝ・警告灯) Ｎ＝３箇所

ケーブル(WS用) Ｌ＝６，５００ｍ

Ku-SAT（衛星小型画像電送装置） N=1基

ケーブル(水位計用) Ｌ＝９００ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ(水位計用)延長
水位計センサー～現場事務所 約900m

国土交通省 東北地方整備局○ 安全対策

土石流等の監視体制を整備
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○ 安全対策

警報装置（サイレン・回転等） 水位計（超音波式）

ワイヤーセンサー

ワイヤーセンサー（破断検知センサー）

○ 安全対策

２４時間体制で天然ダムの水位、土石流を監視

Ku-SAT

東北地方整備局東北地方整備局

ＰＣ

同報一斉メール

水位・土石流
ﾃﾞｰﾀ

栗原市、栗原市現地対策本部、宮城県、北上川下流河川事務所、国土交通本省

緊急情報通報先緊急情報通報先

河道閉塞（天然ダム）現場河道閉塞（天然ダム）現場 Ku-SAT

水位データ

土石流センサー

切断

警報装置（サイレン・
警告灯）による工事

現場周知

接続ボックス

Ku-SAT
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２４時間体制で天然ダムの水位、土石流を監視（ Ku-SAT（１１基）配備）

宮城県

岩手県

Ku-SAT設置状況

○ 安全対策


